
日 曜 主 な 行 事

１ 土 中 体 連 （ バ レ ー ボ ー ル ）、 庶 路 神 社 例 大祭 ～ 2 日

２ 日 英 語 検 定 ２ 次

３ 月 安 全 登 校 日 、 全 校 集 会 、 ノ ー ゲ ー ム デ ー

運 動 会 係 活 動 ③ 、 運 動 会 運 命 種 目 練 習

４ 火 中 国 語 講 座 、 ３ 年 放 課 後 学 習 サ ポ ー ト

５ 水 運 動 会 総 練 習 、 総 練 習 反 省

６ 木 運 動 会 総 練習 予 備 日、諸 費 納 入 日 、２ 年放 課 後 学 習 サポ ー ト

７ 金 ５ ～ ９ 年 運 動 会 前 日 準 備 、 運 動 会 係 活 動

８ 土 運 動 会

９ 日 週 休 日 （ 運 動 会 予 備 日 ）

10 月 振 替 休 業 日

11 火 運 動 会 反 省 、 ３ 年 放 課 後 学 習 サ ポ ー ト 、 中 国 語 講 座

12 水

13 木 水 泳 教 室 （ ５ ・ ６ 年 ）、 食 育 ４ 年 生 、 常任 委 員 会

２ 年 生 放 課 後 学 習 サ ポ ー ト 、 SC 来 校 日

14 金 環 境 教 育 講 演会 (７ ～ ９ 年 生 )、 諸 費 納 入 日

15 土 週休 日 、西 庶 路 神 社 例 大 祭 ～ 16 日 環 境 講 演 会 (町 民 対 象 )

16 日 週 休 日

17 月 海 の 日

18 火 ３ 年 生 放 課 後 学 習 サ ポ ー ト 、 中 国 語 講 座

19 水 ク ラ ブ ③ 、 靴 箱 清 掃

20 木 水泳 教 室 (３ ・ ４ 年 )、 ２ 年 放 課 後 学 習 サ ポ ー ト 、 靴 箱 清掃

21 金 遠 足 （ ５ ～ ７ 年 )、 水 泳 教 室 (１ ・ ２ 年 )、 靴 箱 清 掃

中 体 連 (水 泳 )～ 23 日

22 土 週 休 日

23 日 週 休 日

24 月 １ 学 期 終 業 式 、 学 期 末 大 掃 除

25 火 夏 季 休 業 、 夏 休 み サポ ー ト ,中 体 連 全 道 大 会 (陸 上 )～ 27 日

26 水 夏 季 休 業

27 木 夏 季 休 業

28 金 夏 季 休 業

29 土 夏 季 休 業

30 日 夏 季 休 業

31 月 夏 季 休 業
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校長 大西 展史
先月は９年生の修学旅行、今月は８年生の宿泊研修がありまし

た。子どもたちは計画していた活動をしっかりとやり遂げ、よい

思い出をお土産に帰ってきました。学校をとび出し、社会の現場

に触れる体験は大変貴重です。こういった経験は学校と社会をつ

なぐ場となり、子どもが自分の進路を考えるきっかけにもなり得

るわけです。後期課程の子どもたちにとっては、様々なことを見

つめ直す契機となったのではないでしょうか。

そして、間髪を置かずに一大行事である運動会が近づいてまい

りました。今、子どもたちは練習に一所懸命取り組んでいるとこ

ろです。練習の様子を見るときに、私が最も注目し、嬉しく感じ

るのは、競技や演技に向かう子どもたちの様子が日に日に「変わ

っていく」ということです。

もう何年も前のこと。まだ若手と呼ばれていた頃、先輩から分

厚い教育辞典を譲り受けたことがあります。その本で、たまたま

「教育」という項目を引くと、「望ましい行動様式に変容させる

ことである」というようなことが書いてありました。単純な私は、

そのとき初めて「教育は変えることなんだ」と思い至り、目から

鱗が落ちた気がしました。以来、そのことがずっと頭の片隅にあ

ります。

教育も指導も授業も、その本質は子どもをより望ましく「変容」

させることであるという考え方は今も全く変わりません。最近は

さらに、その向上的な変容を子ども自身が「自覚」できることが

大事なのではないかという思いを強く持っています。例えば、授

～ 教 育 理 念 ～

夢をつなぎ、未来を拓く
あ す

７ 月 の 行 事 予 定 表

業では、間違えたり、失敗したりすることに抵抗を感じる子ども

がいます。わからないこと、できないことは恥ずかしいことだと

思っているからです。子どもが向上的変容を自覚するためには、

まず、その固定観念を変える必要があります。

教室は正解を発表し合う場ではなく、いっぱい間違えながら、

成長に向けて試行錯誤していく場です。私は、この学校には、正

解を出すことよりも成長を尊ぶ価値観や雰囲気を根づかせていき

たいと考えています。「できることより変わること」が大切なのだ

と。

今年の運動会。多くの皆さんに見守られている中で、子どもた

ち一人一人が、練習を通して獲得してきた変容の姿を存分に表現

し、頑張っている自分や成長している自分に気付くことができる

機会になればと願っています。子どもたちにどうぞ大きなご声援

をお願いいたします。
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６月１２日（月）に１～４年生の歩き遠足を実施しました。
１・２年生は白糠駅までバスで行き、逍遥公園まで２年生が
１年生を案内しながら、３キロ近くの距離を歩きました。３
・４年生は、釧路市柳町公園から釧路市昭和中央公園を経由
して、鳥取ドームのある鳥取１０号公園までの約５キロを歩
きました。
子どもたちは、公園に着くと、長い距離を歩いた疲れを見

せず遊具で楽しそうに遊んだり、みんなで計画した遊びをし
たりして、有意義な時間を過ごしていました。

６月９日に予定していた、５・６・７年生の遠足で
ですが、雨のため、７月２１日（金)に延期になりま
した。釧路市から動物園までの約１０キロの道のりを
歩く予定です。

６月５日（月）にふれあい公園の花壇整備作業を行いました。今年

も学校運営協議会から町内会長さんにお願いし、各町内会の方々にお

声がけをしていただき、段取りよく実施する事ができました。

今回は、児童生徒会書記局と校内

環境向上委員会に入っている生徒と

学校運営協議会の役員さんと地域の

皆様の総勢４３名で整備作業を行い

ました。松田会長の挨拶でスタート

し、地域の方から生徒に花の植え方

を教えてもらいながら作業が進み、

４００株の花を植え終わると、公園

の掃除も行うなど、とても充実した時間となりました。最後に、松山

副会長から挨拶をいただき、今年の整備作業を終了しました。これか

らも子どもたちのより良い成長を促すために、地域の皆様のご協力を

よろしくお願いいたします。

５月２１日（日）に第４５回『少年の主張』発表が社会福

祉センターで行われました。庶路学園

を代表して、６年生の２名と９年生の

２名が参加し、たくさんの聴衆を前に

して、日常の生活経験から感じたこと

や考えたことを、堂々と発表すること

ができました。

６ 月 １ ５ 日 （ 木 ）

１ ６ 日 （ 金 ） に １ 泊

２ 日 で ８ 年 生 の 宿 泊

研修を実施しました。

少 し 天 気 が 心 配 で し

た が 、 西 別 岳 山 頂 に

全員で登頂することができました。

２日目は足湯に浸ったり、

標茶高校生のプレゼンを聞

いたりして、有意義な宿泊

研修となりました。

↑

朝の散歩で足湯に入りました。

５月２４日（水）から２６日（金）

の２泊３日の日程で９年生の修学

旅行を実施しました。天候にも恵

まれ、予定していた活動を全て行

うことができました。

今回の修学旅行では、１日目に

小樽の街を探索、札幌ではファイ

ターズ観戦し、２日目には自分の

将来を見据えた自主研修をしたり、最終日にはルスツで仲間とア

トラクションを楽しんだりす

ることができました。

修学旅行は、プライベートな旅

行とは異なり、学級の友だちと

一緒に活動し、ホテル等でも一

緒、そして夜も共に過ごすなど、

本当に特別な活動であり、一生

に残る思い出が詰まった修学旅

行になりました。

先月からグラウンド横の斜面が崩落した部分の修復に

関する調査が始まりました。来月予定の運動会に向けて、

グラウンドでの練習が増えていますが、少し広範囲にネ

ットを貼って、安全に使用できるようにしております。

運動会当日は、保護者の皆様の応援席の場所に少しご

配慮いただくことにはなりますが、運動会開催に関しま

しては安全に実施できますので、ご来場いただき、子ど

もたちの頑張っている姿をぜひご覧ください。


